
（別紙１） 
 

夜間社会人学生用実践的学習支援システム 

               －高速ネット通信活用によるリーガルクリニック支援システム

と学外学習補助システムの開発－ 

 

１ 本専攻（法科大学院）の基礎情報 

(1) 本専攻の規模（平成 17 年 5 月 1 日現在） 

 

  大 学 、 研 究 科 等 名               

 

入学定員

 

収容定員

 

在籍学生数 

 

 教員数 

 

  筑波大学ビジネス科学研究科 

 法曹専攻 

 

  ４０人

   

 

１２０人

   

 

   ４０人 

   

 

    ４８人 

（１８人） 

     ※（  ）は専任教員数で内数 

 

(2) 本専攻の特色                              

本学の最大の特色は、全国でも唯一の夜間社会人法科大学院として、有職社会人が、

自身の現在のキャリアを継続しつつ、当該キャリアにおけるさらなるスキルアップを

目指しての法曹資格の取得、従来のキャリアによって得た能力を生かした法曹へのキ

ャリア転換を実現可能とした点にあります。また、教育面での大きな特色として、キ

ャンパス内に設置した業務委託法律事務所「弁護士法人筑波アカデミア法律事務所」

との緊密な連携によって、充実したリーガルクリニックの実施を目指していることが

挙げられます。さらに、施設面でも、社会人学生のニーズに徹底的な配慮を行い、通

学利便な秋葉原駅前の最新の高速ネット通信インフラを備えたＩＴビル（秋葉原ダイ

ビル）内にキャンパスを置き、図書室の 24 時間開放を行うなど大きな特色を有して

います。                                     

                                                                  

２ 本教育プロジェクトの内容等 

(1) 教育プロジェクトの内容及び実施計画等について 

本プロジェクトは、高速インターネット通信技術の活用を通じて、夜間社会人学生

という特性に起因する時間的制約のハンディキャップを解消するための実践的学習

支援システムの整備・開発を目的としており、本プロジェクト全体のイメージ図は次

のとおりとなります。 
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［バーチャル・サブキャンパス］

夜間社会人学生用実践的学習支援システム

夜間社会人学生の時間的ハンディキャップの克服

リーガルクリニック支援システム 学外学習補助システム

動画補助教材①バーチャル バーチャル・ 遠隔オフィ② ⑤フレックスタ ③ ④

のストリーミ・リーガル ゼミナール スアワーイム制リーガル

ング配信シスクリニック システム システムクリニック用 の の

の開発システムの 開発 開発日程管理システ テム

の開発開発 ム

    

(2) プロジェクトの内容 

 ① バーチャル・リーガルクリニックシステムの開発 

   これは、リーガルクリニック学習の補助学習システムであり、インタラクティブビ

デオ教材による法律事務所の職務の疑似体験を可能とする仕組みです。 

  本プロジェクトでは、夜間社会人学生によるリーガルクリニック活用に対する便宜性 

のいっそうの増進と、正規授業時間におけるリーガルクリニック学習の補強手段の構

築を目指して、バーチャル・リーガルクリニックシステムの開発を行うものです。 

   本学の場合、夜間社会人学生特有の時間的制約から、学生が実際に１つの事件の着

手から終結までを一貫して体験することが、事実上、困難な場合があり、これを補う

ためには、コンピュータとの対話によるシミュレーションあるいはロールプレイの形

式を用いた、インタラクティブな法務実習教材の作成が有益と考えられます。  

  

 ② フレックスタイム制リーガルクリニック用日程管理システムの開発 

   これは、本学独自のフレックスタイム制リーガルクリニックの実施に際して、担当

弁護士と参加学生等との日程調整を迅速かつ正確に行うためのネットを活用したス

ケジュール管理の仕組みです。 

   夜間社会人学生のためのフレックスタイム制リーガルクリニックを実施するため

には、リアルタイムでの日程調整管理システム（日々変動する弁護士の日程と参加の

可否を迅速に学生に周知し、これに対して、学生の側からの受講申出を円滑に受け付

けられるような運用システム）が必要となります。 

 

 



 ③ バーチャルゼミナールシステムの開発 

   これは、サイバー空間を利用した複数学生による共同学習を可能とする仕組みで

す。 

   夜間社会人学生の場合、正規の授業時間外において、フェイス・トゥー・フェイス

の形で長時間に及ぶ議論の機会を確保することは難しい。そこで、時間と場所を問わ

ず気軽にアクセスできるネット上に議論の場を提供することで、このハンデ解消を目

指すものです。  

 

 ④ 遠隔オフィスアワーシステムの開発 

   これは、ウェブカメラ等を利用し、学生が自宅等のＰＣを介して、学外の遠隔地か

らもオフィスアワーを利用可能とする仕組みです。 

   本学では、オフィスアワー制度を導入しているが、遠隔オフィスアワーシステムは、 

これをさらに一歩進めて、各教員の研究室のＰＣにウェブカメラ等を利用したテレビ

電話機能を組み込み、同様の機能を組み込んだ学生の自宅のＰＣ等と、リアルタイム

での動画通信を行い、学生が勤務先の仕事の都合等で直接研究室を訪問することがで

きない場合でも、学外からオフィスアワーを利用可能とするものです。 

 

 ⑤ 動画補助教材のストリーミング配信システムの開発 

  本学では、夜間社会人学生の持つハンディキャップ解消のために、開学の準備段階か 

ら、高速ネット通信インフラを活用した『バーチャル・サブキャンパス構想』の実現に 

取り組んできています。これは、学生が時間と場所を問わず容易にアクセスできるネッ 

ト上にもう一つの秋葉原キャンパス（バーチャル・サブキャンパス）を構築することに 

よって、現実の秋葉原キャンパスでの教育活動の補充と学生の学外学習の支援を行おう 

という試みです。 




